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村上 競一 郎 氏

県
選
出
の
自
民
党
国
会
議

員
団

（五
人
）
は
六
日
、
参

院
選
愛
壌
選
挙
区
で
の
同
覚

前
職
関
谷
勝
嗣
氏
公
↓
＝
公

明
覚
推
薦
＝
落
選
を
受
け
県

連
会
長
職
の
引
買
辞
任
を
表

明
し
て
い
た
塩
崎
恭
久
宮
房

長
宮
名
０
＝
衆
院
ｉ
区
＝
の

後
任
に
村
上
誠

一
郎
衆
院
議

員
往
己
＝
２
区
＝
を
内
定

し
、県
連
執
行
部
に
伝
え
た
。

県
連
会
長
は
国
会
議
員
か

ら
選
出
す
る
の
が
慣
例
で
、

村
上
氏
の
就
任
は

一
九
九
三

年
、
二
〇
〇

一
年
に
統
い
て

三
回
目
。
任
期
は
塩
崎
氏
の

残
任
期
間
の
〇
八
年
三
月
ま

で
。
参
院
選
絡
括
や
県
連
体

制
の
再
構
築
に
取
り
組
む
。

同
国
会
議
員
団
は
六
日
午

自
民
県
連
会
長
に
村
上
氏

後
、
東
京
都
内
で
断
続
的
に

会
合
し
、
全
会

一
致
で
村
上

氏
に
内
定
し
た
と
い
う
。

会
合
後
、
村
上
氏
は

「大

敗
の
大
部
分
の
責
任
は

（自

民
）
党
本
部
と
内
閣
に
あ
る

が
、
愛
壊
選
挙
区
で
の
敗
因

「緊
急
事
態
」

〔
附
田
剛
》
選
彩
離
揮
確
煙

年
ぶ
り
に
喫
し
た
黒
星
と
い

う
逆
風
の
中
、
自
民
党
県
連

会
長
に
村
上
誠

一
郎
氏

（衆

院
２
区
）が
三
度
（み
た
び
）

登
板
す
る
。

「焦
層

（し
ょ

う
び
）
の
急
で
あ
る
県
連
体

制
再
構
築
」

（前
会
長

・
塩

崎
恭
久
官
房
長
官
）
は
も
ち

ろ
ん
、
「地
方
の
反
乱
」

（衆

院
議
員
）
と
評
さ
れ
る
選
挙

結
果
を
受
け
、
支
持
基
盤
強

化
な
ど
の
課
題
が
山
積
し
て

い
る
。

人
選
は
曲
折
を
経
た
。
本

来
な
ら
ば
、
塩
崎
氏
を
会
長

に
内
定
し
た
二
〇
〇
六
年
二

も
徹
底
的
に
分
析
し
、
県
連

の
再
建
に
取
り
組
み
た
い
」

と
述
べ
た
。
今
週
末
に
も
国

会
議
員
や
県
運
執
行
部
、
支

援
団
体
幹
部
な
ど
で
構
成
す

る
定
例
会
合
を
県
内
で
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
い
考
え
だ
。

月
、
と

も

に
候
補

に
浮
上

し
て

い
た
会
長

未
経
験

の

小
野
曽
也
氏

（衆
院
３
区
）

の
就

任

が
順

当

と
み

ら
れ

た
。
し
か
し

一
転
、
県
選
出

の
自
民
党

国
会

議

員
団

で

最
も
長
い
二
十

一
年
間

（衆

院
当
選
七
回
）
の
国
政
経
験

を
持

つ
村

上
氏

の
指

導
力

に
、
期
待
が
集
ま
る
格
好
と

な

っ
た
。

村
上
氏
は
県
運
の
現
状
を

「
緊
急
非
常
事
態
」
と
宣
言
っ

「
小
泉
前
政
権
の
負
の
追
産
」

で
あ
る
地
域
間
の
経
済
格
差

や
、
直
面
す
る
地
方
の
支
持

基
盤
弱
体
化

へ
の
対
処
を
寅

務
に
挙
げ
る
。

県
連
は
六
日
午
後
に
県
議

会
議
事
堂
で
常
任
総
務
会
を

開
き
、
村
上
氏
の
会
長
就
任

を
了
承
。
冒
頭
、
関
谷
氏
が

選
挙
戦
の
支
援
に
謝
意
を
述

べ

「倦
土

（け
ん
ど
）
重
来

を
期
し
て
や
り
た
い
。
決
し

て
引
退
す
る
わ
け
で
は
な

い
」
と
語

っ
た
。

「
『
保
守
王
国
』
で
衆
参

両
院
の
六
議
席
の

一
角
が
今

回
、
崩
さ
れ
た
。
泊
断
す
れ

ば
、
五
、
四
、
三

‥
と
減
り

か
ね
な
い
」

⌒別

の
国
会
議

員
）
。
体
制
の
立
て
直
し
が

叫

ば
れ
る
背

景

に
は
、
覚

の
地

域
支

部

や
国
会

議
員

後
援

会

の
衰

退
に
歯
止

め

を
掛

け
な

け

れ
ば
、
将
来

の
当
落
に
も

つ
な

が
り
か
ね

な
い
と
の
懸
念
が
感
じ
取
れ

る
。鍵

を
握
る
無
党
派
層

へ
の

働
き
掛
け
に
加
え
、
全
国
で

二
十
三
敗
し
た
農
山
漁
村
を

中
心
と
す
る

「
一
人
区
」
に

向
け
た
魅
力
あ
る
政
策
を
、

才旨
導
力
に
期
待

村
上
氏
は
今
治
市

（旧
越

智
郡
宮
種
町
）
出
身
。
東
大

法
学
部
卒
”　
一
方
八
六
年
衆

院
初
当
選

（当
選
七
回
）
。

大
蔵
政
務
次
官
や
衆
院
大
蔵

委
員
長
、
財
務
副
大
臣
、
行

政

・
規
制
改
革
担
当
相
な
ど

を
選
任
。
高
村
派
。

県
内
て

も

ど
れ
だ
け
打
ち

出
せ
る
か
。
村
上
氏
が
支
持

団
体
幹
部

と
の
会
合
定
例

化
を
構
想

し
て
い
る
の
も
、

危
機
感

の
裏
返
し
と
言
え

る
ぜ自
員
党
県
運
は
伝
統
的
に

県
議
団
が
執
行
部
を
構
成
し

主
導
し
て
い
る
。
衆
院
の
小

選
挙
区
制
導
入
か
ら
十
年
余

り
。
覚
営
選
挙
が
定
着
化
す

る
中
、
国
会
議
員
で
あ
る
会

長
が
従
来
以
上
に
こ
ま
め
に

県
内
へ
足
を
運
ん
で
県
議
団

と
連
携
し
、
有
権
者
の
実
情

を
く
み
上
げ
て
い
か
な
け
れ

ば
、
足
元
が
大
き
く
揺
ら
い

で
い
る
保
守
王
国
の
再
興
は

困
難
を
伴
う
だ
ろ
う
。

（東
京
支
社
　
西
山
秀
和
）


